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一般質問（要旨）

議
員　

高
齢
者
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す

た
め
に
も
、
遠
隔
医
療
に
よ
る
予
防
医

療
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
住
民
参
加

型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
実
施
す

れ
ば
、
地
方
創
生
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
る
。
今
後
の
取
り
組
み
は
。

知
事　

遠
隔
医
療
に
よ
る
予
防
医
療
の

実
施
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

な
ど
の
観
点
か
ら
大
変
有
意
義
で
あ
り

健
康
寿
命
の
延
伸
な
ど
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
る
。
遠
隔
医
療
に
つ
い
て
庁
内

で
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
実
施
を

希
望
す
る
市
町
村
な
ど
を
支
援
す
る
。

議
員　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進

展
す
る
中
、
観
光
の
振
興
は
今
後
ま
す

ま
す
重
要
に
な
る
。
地
方
創
生
を
推
進

す
る
観
点
か
ら
、
今
後
の
観
光
振
興
を

ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
の
か
。

知
事　

本
県
は
筑
波
山
な
ど
の
魅
力
あ

る
自
然
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

資
源
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
今
後
も
、
地

域
の
発
想
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
地
元

市
町
村
や
関
係
団
体
な
ど
と
連
携
し
、

地
域
資
源
の
発
掘
や
新
た
な
活
用
を
図

る
な
ど
し
て
、
観
光
の
振
興
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

養
豚
は
、
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
一
方
、
飼
料

用
米
は
、
安
全
安
心
な
国
産
の
飼
料
と

し
て
消
費
者
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
。
今
後
の

飼
料
用
米
の
活
用
と
豚
肉
の
ブ
ラ
ン
ド

化
へ
の
取
り
組
み
は
。

農
林
水
産
部
長　

飼
料
メ
ー
カ
ー
へ

の
供
給
量
を
拡
大
し
て
飼
料
用
米
を

配
合
し
た
飼
料
の
利
用
を
積
極
的
に

進
め
る
。
豚
肉
の
ブ
ラ
ン
ド
化
で
は
、

現
在
、
脂
肪
交
雑
に
優
れ
た
豚
肉
生
産

を
可
能
と
す
る

雄
豚
の
開
発
を

進
め
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
な
ど
の
普
及

促
進
、
家
庭
教

育
へ
の
支
援
な

ど
も
質
問
）

議
員　

家
庭
の
教
育
力
の
低
下
や
教
育

基
本
法
の
改
正
を
受
け
、
各
自
治
体
で

は
家
庭
教
育
支
援
条
例
を
制
定
し
て
い

る
。
家
庭
教
育
支
援
の
重
要
性
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

家
庭
教
育
は
、
す
べ
て
の
教

育
の
出
発
点
で
あ
る
。
条
例
制
定
の
先

行
県
の
成
果
な
ど
を
注
視
す
る
と
と

も
に
、
子
供
た
ち
の
自
主
性
な
ど
を
育

む
た
め
、
よ
り
一
層
の
支
援
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
ス

マ
ホ
・
ネ
ッ
ト

問
題
に
お
け
る

総
合
対
策
の
推

進
、
引
き
こ
も

り
対
策
に
お
け

る
連
携
強
化
な

ど
も
質
問
）

議
員　

鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
の
将
来
像

の
中
に
水
素
に
よ
る
新
た
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
拠
点
の
形
成
を
位
置
付
け
、
実
現

を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
で
は
競
争

力
強
化
プ
ラ
ン
を
検
討
し
て
お
り
、
水

素
の
利
活
用
な
ど
が
重
要
な
検
討
項
目

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
競
争
力
強

化
検
討
会
議
な
ど
の
中
で
、
水
素
需
要

の
伸
び
や
技
術
開
発
な
ど
の
中
長
期
的

な
動
向
も
踏
ま
え
、
水
素
に
よ
る
新
た

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
拠
点
と
し
て
の
当
工
業

地
帯
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

戦
後
七
十
年
の
節
目
の
事
業
に

と
ど
ま
ら
ず
、
本
県
の
平
和
行
政
の
推

進
体
制
を
つ
く
り
、
広
島
平
和
記
念
式

典
へ
の
高
校
生
の
派
遣
や
派
遣
市
町
村

へ
の
支
援
、
原
爆
展
の
実
施
な
ど
の
取

り
組
み
を
求
め
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

平
和
行
政
の
推
進
は
広
範
囲
に

及
ぶ
の
で
、
各
分
野
に
係
わ
る
部
局
に

お
い
て
専
門
知
識
を
生
か
し
対
応
す
る
。

式
典
の
録
画
映
像
の
授
業
で
の
活
用
な

ど
平
和
教
育
の
充
実
に
努
め
る
ほ
か
、

戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
後
世

に
伝
え
る
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
。

議
員　

巨
大
地
震
に
よ
る
津
波
被
害

を
軽
減
す
る
た
め
、
市
民
の
避
難
意
識

の
向
上
と
避
難
訓
練
の
充
実
が
必
要

と
考
え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

生
活
環
境
部
長　

津
波
避
難
に
関
す
る

講
習
会
の
開
催
な
ど
に
よ
り
住
民
の

避
難
意
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

具
体
的
な
避
難
経
路
な
ど
に
つ
い
て

市
町
村
と
と
も
に
き
ち
ん
と
検
討
し
、

実
効
性
の
あ
る
津
波
避
難
訓
練
と
な

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
消

防
救
急
デ
ジ
タ

ル
無
線
シ
ス
テ

ム
な
ど
の
整
備
、

合
併
市
町
の
行

政
機
能
の
強
化

な
ど
も
質
問
）

議
員　

安
定
雇
用
の
創
出
は
県
の
発
展

に
つ
な
が
る
。
非
正
規
か
ら
正
社
員
化

を
目
指
す
目
標
を
持
つ
こ
と
や
、
正
社

員
化
促
進
の
た
め
の
県
独
自
の
助
成
制

度
の
新
設
を
求
め
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

策
定
中
の
地
方
創
生
の
総
合
戦

略
の
中
に
正
規
雇
用
化
に
関
す
る
目
標

と
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
具
体
的
事
業

を
位
置
付
け
取
り
組
ん
で
い
く
。
国
の

助
成
制
度
が
あ
る
た
め
、
県
で
は
面
接

会
の
実
施
な
ど
、
新
卒
時
の
正
規
雇
用

に
よ
る
就
職
な

ど
を
促
進
し
て

い
く
。

（
ほ
か
に
、
安

保
関
連
法
案
へ

の
認
識
、
国
民

健
康
保
険
事
業

な
ど
も
質
問
）

田村　けい子 議員
公 　 明 　 党
つ く ば 市 選 出  

分割方式

今
後
の
観
光
振
興
方
策

非
正
規
雇
用
の
正
規
化
へ
の
支
援

上野　高志 議員
日 本 共 産 党
取 手 市 選 出

一括方式

中村　　修 議員
いばらき自民党
取 手 市 選 出  

一括方式

飼
料
用
米
の
活
用
推
進
と

豚
肉
の
ブ
ラ
ン
ド
化住 民 参 加 型 コ ミュ ニ ティ 

（生きがい対応型デイサービスなど） 医 療 機 関

高齢者の雇用の発生 
（高齢者によるお弁当の製造・販売など）

農業の６次産業化 
 

地域コミュニティの活性化による地方創生

 遠 隔 医 療

受診

診察

石田　　進 議員
いばらき自民党
神 栖 市 選 出  

分割方式

家
庭
教
育
支
援
の
重
要
性

地
方
創
生
と
遠
隔
医
療
の
推
進

平
和
行
政
の
取
り
組
み

鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
の
将
来
像

津
波
避
難
対
策

地
方
創
生
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

地
方
創
生
に
お
い
て
集
中
的
に
対
応
し
て
い
く
べ
き

最
重
点
項
目
な
ど
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
中
間
報
告

　

本
委
員
会
（
飯
塚
秋
男
委

員
長
）
で
は
、
こ
れ
ま
で
六

回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
地

方
創
生
に
関
す
る
諸
方
策
に

つ
い
て
活
発
に
議
論
し
て
き

ま
し
た
。

　

九
月
に
開
催
し
た
第
六
回

委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

調
査
・
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、

提
言
内
容
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
県

の
「
総
合
戦
略
」
お
よ
び
「
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
に
向

け
、今
定
例
会
の
最
終
日
（
十

月
一
日
）
に
、
委
員
会
で
取

り
ま
と
め
た
「
集
中
的
に
対

応
し
て
い
く
べ
き
最
重
点
項

目
」
な
ど
に
つ
い
て
中
間
報

告
を
行
い
ま
し
た
。 

　

ま
た
委
員
会
で
は
、
国
が

地
方
創
生
の
一
環
で
進
め

る
「
政
府
関
係
機
関
の
誘
致
」

に
関
し
て
、
東
京
圏
に
含
ま

れ
な
い
本
県
に
立
地
す
る
研

究
機
関
な
ど
が
他
県
か
ら
誘

致
の
提
案
を
受
け
た
こ
と
か

ら
、
こ
れ
を
確
実
に
防
止
す

る
た
め
、
国
に
対
す
る
「
茨

城
県
内
に
立
地
す
る
政
府
関

係
機
関
の
移
転
反
対
等
に

関
す
る
意
見
書
」
を
発
議
し
、

今
定
例
会
の
最
終
日
に
可
決

さ
れ
ま
し
た
。　

　

決
算
特
別
委
員
会
（
本
澤
徹
委
員
長
）
で
は
、
九
月
十
七

日
に
付
託
さ
れ
た
「
平
成
二
十
六
年
度
茨
城
県
公
営
企
業
会

計
決
算
の
認
定
」
ほ
か
三
議
案
に
つ
い
て
、
九
月
二
十
五
日

に
委
員
会
を
開
催
し
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
公
営
企
業
を
所
管
す
る
企
業
局
、

病
院
局
、
土
木
部
の
各
部
局
か
ら
事
業
実
績
な
ど
の
説
明
を

聴
取
す
る
と
と
も
に
、
監
査
委
員
に
決
算
審
査
意
見
を
求
め
、

詳
細
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
十
月
一
日
に
付
託
さ
れ
た
「
平
成
二
十
六
年
度

茨
城
県
一
般
会
計
及
び
同
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
」

に
つ
い
て
、
閉
会
中
に
委
員
会
を
開
催
し
部
局
ご
と
の
審
査

を
行
い
、
第
四
回
定
例
会
の
会
期
中
の
委
員
会
に
お
い
て
総

括
質
疑
、
採
決
を
行
う
予
定
で
す
。

決
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

就職面接会の様子

地方創生と遠隔医療のイメージ図 魅力ある自然を有する筑波山

競争力強化が検討されている
鹿島臨海工業地帯

知事に中間報告書を手渡す細谷典幸議長
（左から2人目）（左は山岡恒夫副議長、右から2人目
は飯塚秋男委員長、1人目は村上典男副委員長）


